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超重原子核の核分裂は超重元素合成やｒ過程元素合成で重要な役割を果たすが、その実験的なデータは限

られる上、超重原子核の核分裂の予測は理論模型間による違いが大きい。そのため実験データの豊富な核

種において十分検証を重ねた予言性のある理論模型を適用することが重要となる。本講演で 4 次元ランジ

ュバン模型を用いてアクチノイドから超重核に至る核種での核分裂の系統的変化を実験値と比較しながら

調査した結果について報告する。 
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1. 緒言 
我々のグループで開発してきた４次元ランジュバン模型[1]は、鉛領域の中性子欠損核から超ウラン領域

に亘る様々な質量数の原子核に対し、核分裂片の質量数分布や全運動エネルギー等の実験値を良く再現で

きる予言性の高い理論模型である[2]。前回秋の学会では、実験値[3]の存在する超重核核分裂では微視的模

型による先行研究[4]と同様、我々の 4 次元ランジュバン模型を用いた計算でも、二重閉殻および二重魔法

数の近傍に存在する核分裂のダイナミクス的に好まれる変形領域（基底状態が変形した領域）の両方が核

分裂の性質を支配している様子を報告した[5]。 
2. 手法 

核分裂する原子核の形状は二中心モデル[6]で表現し、平均場ポテンシャルには有限深さのウッズサクソ

ンポテンシャルを用いる。殻効果などの量子効果による補正には厳密なダンピング因子[7]を用いる。ラン

ジュバン模型の輸送係数は巨視的に取り扱い、質量テンソルは Werner-Wheeler 近似、摩擦テンソルは

wall-window 公式で計算する。 

3. 結言 
本講演では我々の 4 次元ランジュバン模型の強

みである核分裂片の全運動エネルギー(TKE)の実

験値再現性の良さに注目し、右図に示すような系

統的性質を分析した結果について報告する。右図

ではBrosa modelに基づいてTKEを分類した結果、

アクチノイドから超重核に亘る、Standard mode、
Super-long、Super-short mode の間の一貫した性質

に加えSuper-asymmetric modeの寄与が見えてきた。

本講演では、TKE だけでなく質量数ピークの系統

性についても詳細に報告する。 
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